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會社員

不景氣 最近のため の は、 リストラ 一番心配を しています。
サラリーマン

リストラ

テスト
來週 月曜日 遊の から が あるから ぶひまなんかない。

試驗

牛乳
ぎゅうにゅう

よく眠
ねむ

一杯 飮 効果的 言るためには の を むのが だと われています、 。
ミルク

バッグ

私 趣味の は手
て

縫
ぬ

いの革
かわ

作の を ることです。
かばん

手縫 手製い

かばん

旅行 時する には手輕
てがる

に持 步ち ける のほうがいい。
バッグ

手輕に

持 步ち ける

サポート

外國人勞働者の人權
じんけん

保護
ほご

作の のためのネットワークを っている。

支援
しえん

劣等感
れっとうかん

頭もよくて格好
かっこう

彼 自分 比 感いい と を べるといつも を じてしまう。
コンプレックス



ソフト

食 物この べ は中身
なかみ

食がとても な ので べやすい。
やわらかい

中身
なかみ

練習

來月 全國大會 每日の のために に 勵
はげ

んでいます。
トレーニング

勵
はげ

んでいます

ラスト

もうこれが だからもう一
ひと

踏
ふ

ん張
ば

りしよう。
最後

一
ひと

踏
ふ

ん張
ば

りしよう



韓國 日本語 學習者 類義語 使用 實態 對 辛碩基

要 旨

本稿 韓國 日本語學習者 類義語 認 日本語 外來語 非外來語 漢語 和語は の が と められる の と な、 、

文 中 選擇 調査 實施 結果 元 日本語學習者ど のペアを の で させるというアンケート を し その を にして、

外來語 非外來語 選擇傾向 傾向 選擇 關 要素 性別 學習時間の と の そして もし があれば に わる な、 、 、

關係 調ど との について べた。

分析結果 全体的 外來語 非外來語 選擇傾向 確認 被驗者 普その からは に より の が された これは の、 。

段使 單語 韓國 漢語 多 原因 考 男女別 選擇傾向っている に の が いことが ではないかと えられる の を。

調 結果 男女 選擇比率 差 選擇傾向 性別 影響べたが の にはあまり がなかった したがって には の はな、 、 。

日本語學習時間 關係 學習時間 時間以下 全体 選擇比いようだ との であるが の グループは の。 、

率 大体一致 番項目 漢語 選擇 比率 全体 高 日本語と するがただ では を する が より かった これは の。

敎科書 第 課の に サラリーマン 會社員より 出 一 原因 考が てくることが つの ではないかと えられ

學習時間 時間以下 全体 非外來語選擇 傾向 確認る そして の グループでは より の が された そして。 。

第 項目 外來語 選擇比率 全体 多 日本語 學習時間 多グループでは で の が より かった これは の が くなる。

外來語 學習 時間 增 思 上級 學習者につれ を する が えることによることだと われる したがって レベルの ほ。

外來語 使用 頻繁 會話 使 思 日本語母語話者 傾向 近ど の が になり でも うようになると われる の に づいて。

行 考 對 後續硏究 必要 思くのではないかと えられる これに する が であると う。 。

韓國日本語學習者 類義語 外來語 非外來語選擇傾向 性別 學習時間キーワード ・

日本人 選擇傾向の

충남 논산시 내동 번지 건양대학교 일본언어문화학과住 所

電 話


